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寄付・物品お礼

寄付金：
物　品： 

期間：令和6年5月1日～8月31日 ( 順不同 )

ご厚意に深く感謝し、地域福祉向上のために
活用させて頂きます。記載の方以外にも匿名
にて多くの物品をご寄付いただきました。ご
支援ありがとうございました。

①ホームヘルパー…若干名

お気軽に

お問い合わせ

　ください！

広げよう夢

育て
よう福祉の心

私たちと一緒に働きませんか？
あなたの力を待っています！

臨時職員 募集中！

詳しくは　原村社会福祉協議会　☎0266-79-7228　担当／北原

島田善文 様　他匿名希望者
諏訪地区労働福祉協議会 様
JA信州諏訪女性部原村ブロック・原村支所 様
払沢区 様　山田 アリヤ 様
Hala!ZUMBAサークル 様　他匿名希望者

※原村社会福祉協議会の活動に賛同し、会費を
納めていただいた個人、または法人の方を社協
会員として登録させていただいております。

一般会員…1,200円
賛助会員…3,000円

特別会員…10,000円(法人会員)

赤い羽根共同募金は、皆さまからお
寄せいただく「たすけあいの心」を、
さまざまな地域福祉の課題解決に活かす
ための運動です。本年度も一世帯あたり
500円程度のご寄付を
お願いしておりますが、
ご協力いただける額で
構いませんので、募金を
お願いいたします。

＜会費の種類＞

(社協の活動に強く賛同される方)

原村社協会費
赤い羽根共同募金

皆さま、ひとり、ひとりが「地域福祉を支
える一員」として、社協会員になる事を
ご理解いただき、地域福祉活動推進にご
協力をお願いいたします。
毎年、社協会員として会費を納めていた
だいている皆さまにおかれましては、引
き続き変わらぬご支援をよろしくお願い
いたします。

ご協力をお願いします。

お米／食料品／非常食／清拭布／タオル／
衛生用品／自転車

原村社協会費は、地域福祉を推進し
ている原村社会福祉協議会の会員として
納めていただいている会費のことです。

諏訪地区
労働福祉
協議会 様より　

JA信州諏訪
女性部
原村ブロック・
原村支所  様より

皆が支え合える
暮らしと地域を
ともに創る

事業のご報告
地域福祉　活動報告
令和 5年度　決算報告
おしらせ
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デイサービスセンター　夏祭りデイサービスセンター　夏祭り

音楽レクリエーション音楽レクリエーション

短冊に願いを込めて…

6月17日(月)に開催。村内在住の音楽愛好家の方たちと一緒
に歌ったり、ドラムサークル体験をし、交流を深めました。

新任職員紹介

武藤　緒理
地域活動支援センター

平林　華貴
デイサービスセンター

新しく社協の仲間になりました。
よろしくお願いします！

地域活動支援センター地域活動支援センター
いい感じ！

夏祭り夏祭り

地域活動支援センター地域活動支援センター

わたあめでお祭り気分♪　

的あて

ジュース
釣り

釣れたぞ～！

ビールゼリーで
カンパ～イ！

ひいちゃん

みいち
ゃん

もぐさん

ひいちゃん

もぐさん

デイサービスセンター　デイサービスセンター　
七夕七夕

狙いを定め
て…

そ～れ！

いくつ
当たるかな

事業のご報告

即興でのヒゲダンスに大盛り上がり♪
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原中学校2学年　福祉教育 朝日村ボランティア連絡協議会との交流朝日村ボランティア連絡協議会との交流

大学生・専門学校生・一般 5名　計29名

おいでなして原宿
タオル帽子サロン

こひつじ幼稚園
園児とのふれあい

がん患者のためのタオル帽子作り

原村
民謡保存会

防災・災害ボランティア
育成事業

原村無形文化財の
民謡・踊りの練習
チラシ作り

小型油圧シャベル（ミニバック）の
ボランティアオペレーター養成

夏のボランティア体験夏のボランティア体験

6月17日(月)、朝日村社会福祉協議会ボランティア連絡協議会
の視察研修を受け入れ、それぞれのボランティア団体につい
て情報交換をしました。

来年に就職を控え、
今のうちに色々な保育園や
幼稚園に行ってみたくて
　　　　参加しました

災害が起きた時に
僕を派遣してください

体験期間　7月20日(土)～9月2日(月)の内、1日から
  参加者　  小学生 5名　中学生 18名　高校生 1名　

6月25日(火)、原中学校2学年64名を対象とした福祉
教育を行いました。
車椅子の介助と、目が不自由
な人の歩行を誘導するガイド
ヘルプを体験し、高齢者や障
がいのある方への理解を深め
ました。

曲がるときに
声がけをしてくれて

安心した

　視覚障がい者は
タッチパネル、セルフレジが
　使えないというお話が
　　印象に残った

講師　小平嘉清 氏

小規模多機能型居宅介護
グループホームひめばら

利用者さんとの交流、
一緒におやつ作り

25プログラム中、8施設9団体へ参加いただきました。

原中学校2学年　福祉教育

子ども・子育て支援センターはらっぱ
中学生の宿題の見守り、子育てサロン手伝い・交流

良い刺激を
いただきました

写真提供：特定NPO法人　絆JAPAN

話す時間が
あっという間で
終わっちゃった

周りの状況をもっと

教えてほしかった
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オレンジカフェ

運動サロン「ほっこり」
認知症サポーター養成講座

オレンジカフェ

運動サロン「ほっこり」
認知症サポーター養成講座
7月2日(火)と9日(火)、参加者を対象に行いました。
認知症キャラバンメイトによる認知症の方への関わ
り方の座学と、身近な方が認知症かもしれないと感
じた場合の寸劇を行い、47名の認知症サポーターが
誕生しました。

大久保区
ラジオ体操

夏の多世代交流夏の多世代交流
大久保区
ラジオ体操

夏休み応援フードドライブ夏休み応援フードドライブ

7月24日(水)～8月2日(金)の期間
中、大久保公民館駐車場にて開催。
子どもから高齢者までが一緒に体を
動かし、多世代交流の場となりました。

7月10日(月)から12日(水)の期間中、17名の方
に298点74,3kgの食品を寄贈していただきまし
た。寄贈いただいた食品は
25世帯と信州子どもカフェ
にお渡ししました。

能登半島地震
災害ボランティア
5月26日(日)～28日(火)、富士見町社協と合
同で参加者を募り、原村からは住民の方1
名と職員1名を派遣しました。

令和5年度の地域共生に向けた新たな取り組み

令和5年度　原村社会福祉協議会　決算報告
収入　139,057,010円　　支出　143,776,739円

ご協力ありがとうございました

楽しく繋がれ、悩み相談もでき、
認知症予防にもなる「オレンジカフェ」を
毎月1回開催しています。

5月23日(火)

音楽は記憶を呼び覚まします。
生演奏で童謡・唱歌などを歌い、
思い出がよみがえりました。

笑いは脳を活性化させるもの。今だから共感できる
シルバー川柳に多くの笑いが起きました。

ドラムサークルファシリテーターの小倉輝
久 氏の合図に合わせて、ドラムや打楽器を
手に、一体となって音楽を奏でました。

音楽レクリエーション

4月30日(火)
それ、あるよね～！共感のシルバー川柳で笑おう

7月30日(火)
ドラムサークル体験

音楽が人と地域をつなぐ
コミュニティコンサート

一般介護予防事業

の実施
「運動サロンほっこり」

福祉教育の
更なる推進

能登半島地震
災害ボランティア

地域共生に向けた新たな取り組み

各地区に
広がって
　   います

古川恵美 氏
伴奏

クイズを交え、
楽しみながら
　　学びました

このリズムで
音を小さく
　　小さく…

寸劇で
わかりやすく


